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福田小学校（高野敦夫校長）の１年生～４年生の児童80人は、体験
学習の一環として毎年行っている「サツマイモの苗植え」を５月27日、
地域づくりに活躍している「根っこの会」（窪田松雄会長）と共同で行
いました。
児童たちは、沢口地内にある会員の畑で、用意された800本のサツマ
イモの苗を一本一本丁寧に植え付けました。秋の収穫が楽しみですね。
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現
在
、
町
教
育
委
員
会
で
は
、
小
・
中
学
校
の

基
礎
学
力
向
上
に
重
点
を
お
き
学
習
内
容
の
充
実

に
努
め
る
一
方
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
の

体
験
活
動
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

町
教
育
委
員
会
で
は
、中
学
校

の
学
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、基
礎

学
力
向
上
推
進
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
平
成
15
年
度
に

始
ま
り
、
今
年
で
３
年
目
に
な
り
ま

す
。
特
に
数
学
を
重
視
し
、
授
業
を

教
諭
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
２
人
で
行

う
、「
Ｔ
Ｔ（
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
）」方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

学校付近を流れる「三滝川」
の観察を通して、水生生物によ
る水質調査を行っています。
また、その実態をふまえて、

メダカの生育、蛍の生息調べ、
生活排水についてなどの発展活
動も行います。

各学年で動植物の飼育・栽培
と観察の他、地域の川や山での
水質調査、植物・昆虫調査、ゴ
ミ拾いなどを行います。
また、飛散花粉や酸性雨の調
査を行い、自分たちの住んでる
町の環境について学びます。

Ｔ
Ｔ
で
は
、
２
人
の
教
師
が
協

働
し
て
、
授
業
を
展
開
す
る
の
で

教
材
研
究
や
準
備
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

誰
と
ど
の
よ
う
に
指
導
す
る
の
か

と
い
う
生
徒
に
応
じ
た
課
題
も
よ

り
明
確
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
複
数
の
教
師
が
指
導
と
評

価
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
生
徒

の
よ
さ
を
認
め
、
発
展
学
習
や
補
充

学
習
を
促
す
機
会
が
増
え
ま
す
。

尚
英
中
学
校
で
は
、
現
在
、
町

が
独
自
に
数
学
の
授
業
に
ア
シ
ス

タ
ン
ト
（
講
師
）
を
配
置
し
、
き

め
細
か
く
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

を
教
え
る
な
ど
基
礎
学
力
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

生
徒
１
人
に
か
か
わ
る
時
間
を
増

や
す
こ
と
で
、
よ
り
行
き
と
ど
い
た

学
習
を
行
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
ど
、
県
教
育
委
員
会

か
ら
、
今
年
１
月
に
実
施
し
た

学
力
実
態
調
査
の
結
果
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
内
の
全
市
町
村

の
小
学
校
５
年
生
の
国
語
・
算

数
、
中
学
校
２
年
生
の
数
学
・

英
語
、
そ
れ
に
生
活
・
学
習
意

識
な
ど
に
つ
い
て
実
態
を
調
査

し
た
も
の
で
、
町
教
育
委
員
会

で
は
そ
の
結
果
を
分
析
し
、
今

後
の
学
習
に
活
か
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
生
活
・
学
習
意

識
と
学
力
と
の
関
係
を
県
教
育

委
員
会
が
分
析
し
た
結
果
、
毎

日
朝
食
を
食
べ
て
い
る
児
童
生

徒
は
、
食
べ
な
い
児
童
生
徒
に

比
べ
て
、
調
査
し
た
す
べ
て
の

教
科
で
正
答
率
が
高
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
食
べ
る
こ
と
が
基
本

で
す
。
し
っ
か
り
食
べ
て
、
し

っ
か
り
勉
強
や
運
動
す
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

小
学
６
年
生
か
ら
中
学
１
年
生

に
な
る
と
、
教
科
の
内
容
量
が
増

え
る
た
め
、
授
業
の
進
度
も
速
く

な
り
、
理
解
で
き
な
い
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
生
徒
が
多
く
出
て
き
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
１
つ
の
授
業
に

対
し
、
２
人
で
対
応
す
る
、「
Ｔ
Ｔ

（
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）」
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
は
、

授
業
中
で
も
す
ぐ
近
く
に
先
生
が

い
る
の
で
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
、
す
ぐ
に
聞
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、

非
常
に
効
果
の
あ
る
体
制
だ
と
思

い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
授
業
体
制
の
他
に

も
、
尚
英
中
学
校
で
は
実
施
し
て

い
ま
せ
ん
が
、１
つ
の
ク
ラ
ス
を
レ

ベ
ル
に
合
わ
せ
、
生
徒
を
分
け
て

授
業
を
行
う「
習
熟
度
別
学
習
」な

ど
が
取
り
く
ま
れ
て
お
り
、
授
業
ス

タ
イ
ル
が
昔
と
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。生
徒
た
ち
の「
で
き
な
い
」
を
無

く
す
た
め
に
は
、今
後
も
こ
う
い
っ
た

事
業
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

小学校の近くを流れる立田川
の調査を行います。川の探検や
水辺の生物調査などを行い、立
田川流域の環境を調べます。そ
れに伴い、自然や人々の生活、
立田川のこれからについて考え
ていきます。



下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
、
３
年
以
内
に
宅
内
排
水

設
備
工
事
を
し
た
場
合
に
次
の
優

遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
（
新
築

住
宅
を
除
く
）。

町
で
は
、
３
年
以
内
の
宅
内
排

水
設
備
工
事
に
対
し
、
工
事
資
金

各
家
庭
の
排
水
を
公
共
汚
水
ま
す

に
接
続
す
る
宅
内
排
水
設
備
工
事

は
、
新
地
町
排
水
設
備
指
定
工
事
店

以
外
で
は
工
事
出
来
ま
せ
ん
の
で
、

新
地
町
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に
依

頼
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

㈱
小
賀
坂
組

２
０
５
３

桜
井
設
備
工
業
㈱

４
７
７
８

角
田
建
設
㈱

２
２
６
２

㈲
サ
ン
リ
ッ
ト
工
業

２
３
４
６

㈱
渡
辺
建
設

３
３
５
５

㈲
佐
藤
水
道
設
備

３
４
９
２

田
中
液
化
ガ
ス
㈱

２
４
７
１

中
村
土
木
㈱

７
１
３
１

㈱
管
野
組

２
８
２
０

㈱
大
場
設
備

６
１
１
１

小
野
建
設
㈱

２
１
２
５

㈱
公
水
設
備

２
８
２
４

㈲
伸
栄
設
備

６
５
０
０

㈱
ト
ー
ヨ
ー
建
設

７
０
３
０

鹿
島
水
工
㈱

４
１
１
０

㈱
創
研
社

２
０
０
１

㈲
オ
オ
タ
設
備

２
６
７
７

花
塚
熱
学
工
業
㈲

２
３
３
４

村
田
建
設
㈱

０
９
５
２

㈲
斉
藤
設
備

２
８
６
８

泉
井
設
備

８
１
０
１

㈲
米
山
工
務
店

５
４
１
１

㈱
セ
ン
ト
ラ
ル
住
設

３
３
８
０

現
在
、
公
共
汚
水
ま
す
（
下
水

道
工
事
で
町
が
設
置
し
た
汚
水
ま

す
）
が
あ
る
宅
地
で
は
、
下
水
道

が
利
用
で
き
ま
す
。
下
水
道
を
利

用
す
る
に
は
、
宅
地
内
の
排
水
設

備
工
事
が
必
要
で
す
。

（平成１７年６月１日現在）

区　　域

公共下水道（新地町、中
島、釣師、大戸浜、埒浜、
小川、富倉、城内、駒町）

８７２

１３９

１１０

１，１２１

４９８

１２８

５５

６８１

５７.１

９２.１

５０.０

６０.７

農業集落排水事業
福田処理区
農業集落排水事業
真弓処理区

計

下水道が利用
できる戸数

下水道を利用
している戸数

利用率
（％）

都
市
計
画
課（

２
１
１
３
）

県相双保健福祉事務所では、積極的な住民の健康づくりを支援するために出張講座を行います。
希望する場所に講師（相双保健福祉事務所の担当職員）を派遣しますので、お気軽にお申し込みください。

相双地域に住所を有する民間団体・事業所・個人・公共機関等
原則として平日の午前10時から午後４時ごろまで。（相談に応じます）
相双地域内。（会場は希望者が確保してください）

相双保健福祉事務所地域支援グループ（ １３２６）

No. 講　　座　　名 内　　　　　　　　　容 対 象 者 対象数

１ 薬物乱用は「ダメ。ゼッ
タイ。」 薬物乱用の恐ろしさについて 一般住民

小中高生
学年又は
全校生

３ 結核ミニ講座 結核がなぜ今増えているのか、早期発見、治療な
どについて

一般住民
事 業 所
小中高生
及びその保護者

10名～

４
エイズ及び性感染防止対
策の普及啓発事業

エイズ等の感染予防・検査、感染者・患者との共
存などについて 10名～

一般住民他５ 新感染症予防講座 “知って得する感染症予防”子どもや高齢者に多
い感染症の予防策の基礎知識を学ぼう 10名～

保護者６ 乳幼児突然死症候群
（ＳＩＤＳ）の予防

ＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）とは？
ＳＩＤＳの予防について 10名～

制限なし７ 歯と歯ぐきの健康づくり 食事や会話を楽しむための口の健康について
（対象や年齢に応じた内容で実施） 10名～

一般住民８ 住まいの衛生 アレルギーやシックハウスを防ぐ住まいのあり方、
くらし方 10名～

一般住民９ 安全な水、おいしい水 飲料水について、一緒に考えてみましょう！ 10名～
一般住民10 食事でできる食中毒予防 食中毒の予防は家庭から始めましょう！ 10名～
小中学生11 動物との暮らしで必要な知識 犬、猫と楽しく暮らすために必要なルールがあります。 10名～
小中学生12 人と動物の病気 人の病気と動物の病気には意外な関係が…。 10名～

小学３年生以上13 食品衛生教室 食中毒ってなーに？家庭での食品衛生のルールを知ろう！ １学級～
一般住民
中高校生14 新　たばこに関する健康

講座
たばこの害や受動喫煙を防止するための正しい
分煙の仕方について教えます。 10名～

２ 薬の正しい使い方 薬の知識と正しい使い方 一般住民 20名～

国
土
利
用
計
画
法
に
定
め
る
、

一
定
規
模
以
上
の
土
地
取
引
（
売

買
や
交
換
、
地
上
権
・
賃
借
権
の

設
定
な
ど
）
を
行
う
場
合
は
、
市

町
村
へ
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。届

け
出
は
町
で
受
け
付
け
、
県

で
利
用
目
的
を
審
査
し
て
妥
当
性

を
判
断
し
ま
す
。
届
け
出
を
し
な

い
で
取
引
を
し
た
場
合
は
、
国
土

利
用
計
画
法
違
反
と
な
り
処
罰
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

・
市
街
化
区
域
　
　
２
千
㎡
以
上

・
市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画

区
域
　
　
　
　
　
５
千
㎡
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外
　
１
万
㎡
以
上

契
約
日
か
ら
２
週
間
以
内

企
画
振
興
課（

２
１
１
２
）

地価公示法に基づき、国土交通省では地価調査を毎年
行っています。
国の地価公示価格は、県の基準地価格とともに、土地

を取引するときに参考になりますのでご利用ください。

種別 所　　在　　地

小川字長谷地35番5外
駒ヶ嶺字塔場20番21

１ 当たりの
価格

種別 所　　在　　地 １ 当たりの
価格

19,200円
11,900円

住宅

谷地小屋字背中振10番11
福田字広畑18番2
小川字向山6番1外
駒ヶ嶺字町23番1
谷地小屋字新地91番

22,300円
11,800円
22,900円
20,700円
26,200円

住宅

町
で
は
、
皆
さ
ん
に
清
潔
で
快

適
な
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
平
成
８
年
か
ら
下
水
道
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
公
共

下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
約
１
７
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
区
域
で
供
用
を
開
始
（
下
水
道

を
使
え
る
）
し
て
お
り
、
農
業
集

落
排
水
事
業
に
つ
い
て
も
、
福
田

処
理
区
及
び
真
弓
処
理
区
で
供
用

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
は
公
共
下
水
道
事

業
で
駒
ケ
嶺
地
区
、
農
業
集
落
排

水
事
業
で
今
泉
地
区
の
整
備
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
町
の
下
水
道
も

整
備
が
順
調
に
進
み
、
河
川
や
側

溝
の
水
質
が
改
善
さ
れ
臭
い
も
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

の
融
資
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
利
子
に
つ
い
て
は
町
で

全
額
負
担
し
ま
す
。（
融
資
限
度

額
は
、
１
件
に
つ
き
60
万
円
が
限

度
で
す
）

宅
内
排
水
設
備
工
事
資
金
の
個

人
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
３
年

以
内
に
軒
先
か
ら
公
共
汚
水
ま
す

の
区
間
の
う
ち
、
軒
先
か
ら
15
ｍ

を
超
え
た
部
分
の
工
事
費
に
つ
い

て
、
町
で
補
助
し
ま
す
。

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
区
で

は
、
新
地
の
海
や
川
を
よ
り
き
れ

い
に
す
る
た
め
に
も
、
３
年
以
内

の
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

山
内
工
業
㈱

２
８
２
６

㈱
ハ
ラ
セ
ツ

２
６
３
１

新
和
工
業
㈱

４
５
８
１

草
野
建
設
㈱

１
６
６
６

㈱
小
野
内
工
務
店

３
５
４
４

伊
東
建
設
工
業
㈱

５
２
０
５

㈲
山
村
設
備

５
２
２
１

㈱
コ
ハ
タ

４
７
１
１

桜
井
興
業
㈱

１
２
４
８

恒
栄
総
合
設
備
㈱

６
９
０
２

㈱
加
藤
設
備
工
業

３
４
５
４

お
が
わ
衛
生
設
備

５
３
１
４

伏
見
設
備

５
０
７
４

大
福
工
業
㈱

６
１
５
１

太
田
住
設

８
０
０
６

伊
藤
冷
機
工
業
㈱

０
１
０
１

㈲
大
槻
住
宅
設
備
工
事
店０

１
８
６

弘
成
設
備

０
６
２
３

㈱
千
田
建
設

３
６
１
７

㈲
伊
藤
企
画
設
計

８
８
１
０

㈲
セ
イ
ユ
ー
建
設

０
３
５
６

㈲
針
生
設
備
工
業
新
地
営
業
所

３
４
１
７

㈱
松
村
工
業
所
新
地
営
業
所

４
３
７
９

㈲
ひ
ば
り
住
設
備

８
４
１
６

伊
藤
建
設
㈱
相
馬
支
店

５
５
５
５

大
内
設
備
工
業
所

６
２
８
０
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町
で
は
、
５
月
14
日
、
15
日
に
行

わ
れ
た
第
31
回
東
北
室
内
選
手
権

水
泳
競
技
大
会
に
出
場
し
た
齋
藤

翔
太
さ
ん
に
激
励
金
を
贈
り
ま
し

た
。成

績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ:

６
位(

入

賞)

■
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ:

11
位

今
年
で
３
年
目
を
迎
え
る
、
新
地

町
住
ま
い
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
（
武

澤
成
典
会
長
）
の
「
縄
文
ガ
ー
デ
ン

フ
ァ
ー
ム
」
の
開
園
式
が
５
月
15

日
、
駒
ヶ
嶺
三
貫
地
で
行
わ
れ
、
利

用
者
、
関
係
者
約
15
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

開
園
式
終
了
後
に
は
、
ナ
ス
や
カ

ボ
チ
ャ
な
ど
の
苗
を
手
植
え
し
ま
し

た
。
10
月
に
は
、
採
れ
た
野
菜
で
収

穫
祭
を
行
う
予
定
で
す
。

み
ど
り
の
日
恒
例
の
、
健
康
ウ
ォ

ー
ク
が
４
月
29
日
、
約
70
人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
ス
タ
ー
ト

し
、
真
弓
清
水
や
一
杯
清
水
な
ど
約

7.6
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

コ
ー
ス
途
中
に
あ
る
、
沢
口
の
ふ

れ
あ
い
広
場
で
は
、
婦
人
会
の
み
な

さ
ん
が
用
意
し
た
豚
汁
が
ふ
る
ま
わ

れ
、
参
加
者
は
お
に
ぎ
り
を
片
手
に

新
緑
の
世
界
を
満
喫
し
ま
し
た
。

今
年
で
19
回
目
と
な
る
「
新
地
種

苗
市
」
が
５
月
14
日
、15
日
の
２
日

間
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
前
駐

車
場
で
行
わ
れ
、延
べ
約
２，
７
０

０
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

15
日
に
は
、
町
緑
化
推
進
委
員

会
か
ら
、
ゆ
ず
、
レ
ン
ギ
ョ
ウ
、
ア

キ
グ
ミ
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
な
ど
10
種

類
の
苗
木
４
０
０
本
が
無
料
で
配

ら
れ
来
場
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
し

た
。

町総合公園「こどもの森」に、自分の職業を
生かして奉仕活動を行う相馬東ロータリークラ
ブから、創立30周年記念事業の一環としてサク
ラの苗木30本を頂きました。
苗木は５月19日に記念事業委員長や会員約20

名の手により植樹されました。

町防犯協会では、尚英中学校ＰＴＡ会員により各
地区で行われている防犯活動の際に役立ててもらお
うと５月17日、総会の席上で防犯協会会長の加藤町
長から大原正義校長に防犯用具を手渡しました。
贈られたのは、防犯ライト、ブザー、ウインドブ
レーカー、キャップ、マグネット、ネーム、かばん
などの７点を15組。同校のＰＴＡは放課後、生徒
たちの下校の安全確保や非行防止のための防犯活
動を展開しており、同協会ではさらなる活動の充実
を願いました。

町青少年健全育成町民会議総会が５月28日、農
村環境改善センターで行われ、約90人が参加しまし
たました。
総会終了後には、新地高校の佐々木孝司校長を講
師に迎えて、「少年の非行問題や中学生の学習につ
いて」という演題で、近年における青少年の非行問
題や家族とのコミュニケーション、県内の学力につ
いてなど、自身の体験談などを交えて講演を行いま
した。

第13回町老人クラブ連合会長杯ゲートボール大
会が５月24日、公民館グラウンドで行われました。
11チーム約65名が参加し、ゲートボールを通して楽
しく交流を深めていました。
優勝チームは９月に鹿島町行われる相馬郡老人

クラブ連合会の大会に出場します。
：大戸浜　 ：駒北Ｂ
：杉目、駒北Ａ



『
空
を
取
り
戻
し
た
日
』

ミ
シ
ェ
ル
・
ブ
リ
ュ
ー
レ

母
を
亡
く
し
、
浮
浪
児
と
な
っ

た
14
才
の
少
年
・
ニ
ノ
。
様
々
な

出
来
事
を
経
験
し
、
色
ん
な
人
々

と
の
出
会
い
を
通
し
成
長
し
て
い

く
。
苦
難
の
生
活
の
な
か
、
遂
に

見
つ
け
た
「
幸
福
」
と
は
？

世
界
中
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

っ
た
話
題
作
の
邦
訳
。

・
新
き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス

・
全
日
本
吹
奏
楽
２
０
０
４

・
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
　
Ｄ
―

５
１

・
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｙ
　
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｆ

Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｄ

Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｙ
’
Ｓ
　
Ｃ
Ｈ

Ｉ
Ｌ
Ｄ

こ
れ
は
６
月
４
日
〜
10
日
の
歯

の
衛
生
週
間
の
標
語
で
す
。

ふ
だ
ん
か
ら
歯
を
大
切
に
す
る

こ
と
は
必
要
で
す
が
、
こ
の
週
間

に
合
わ
せ
、
改
め
て
歯
に
関
心
を

も
ち
ま
せ
ん
か
。

標
語
に
も
あ
る
よ
う
に
、
丈
夫

な
歯
で
ご
は
ん
を
よ
く
噛
み
食
事

が
で
き
る
と
お
い
し
く
、
満
足
感

も
得
ら
れ
ま
す
。
歯
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
お
い
し
く
味
わ
う
こ

と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
豊
か
な
表
情
や

は
っ
き
り
と
し
た
発
音
も
で
き
に

く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

①
町
の
調
査
で
は
、
毎
食
後
歯
を

磨
い
て
い
る
方
は
３
割
程
度
で
、

ま
だ
ま
だ
少
数
派
で
す
。
毎
日
、

毎
食
後
時
間
を
か
け
て
て
い
ね
い

『
バ
バ
ー
ル
の
美
術
館
』

ロ
ラ
ン
・
ド
・
ブ
リ
ュ
ノ
フ

バ
バ
ー
ル
と
セ
レ
ス
ト
は
、
使

わ
れ
な
く
な
っ
た
鉄
道
の
駅
を
美

術
館
に
改
造
し
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
時
代
の
ゾ
ウ
の
美
術
品
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。

Ａ
君
「
動
物
園
に
ワ
ニ
い
る
ね
」

Ｂ
君
「
あ
と
、
へ
び
も
い
る
ね
」

Ｃ
君
「
あ
と
、
ザ
リ
ガ
ニ
も
い
る

よ
ね
」

「
せ
ん
せ
ー
、
今
度
は
み
ど
り
の
桜

に
な
っ
た
ね
」

今
年
、
福
田
保
育
所
で
は
、
伝

承
あ
そ
び
の
楽
し
さ
、
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
集
中
力
、

手
先
の
器
用
さ
を
目
的
と
し
て
伝

承
あ
そ
び
に
関
す
る
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

町
内
４
保
育
所
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、
祖
父
母
や
父
母
が

小
さ
い
こ
ろ
遊
ん
で
い
た
あ
そ
び

は
、
あ
や
と
り
、
こ
ま
回
し
、
お

手
玉
、
け
ん
玉
、
折
り
紙
な
ど
で
、

『
誰
の
た
め
の
綾
織
』

飛
鳥
部
勝
則

『
こ
の
本
が
、
世
界
に
存
在
す
る
こ

と
に
』

角
田
光
代

『
シ
ャ
ガ
ー
ル
と
木
の
葉
』

谷
川
俊
太
郎

『
い
の
ち
が
危
な
い
！
』

江
原
啓
之

『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
暗
号
を
解
読
す

る
』

中
見
利
男

I hope that everyone had a nice Golden Week
vacation!

As I wrote in last month’s article, I took a trip with my friends for Golden
Week and would like to write now about my trip.
Six of us, all ALT teachers in Fukushima-ken, left from Fukushima City in the
morning on Friday, April 29th.  That day, we drove down to Kyoto and arrived in the
evening.  We found a very, very cheap dormitory there next to Kyoto Station.  We
were all tired, so we slept very well the first night.  The next day we took a long hike
through the mountains above Kyoto and saw some great views of the valley down
below.  The weather was warm and clear, so there were many hikers sharing the trail with us.  It was very beautiful.
The next day we left in the afternoon to go to Osaka.  It was raining a lot, so we stayed inside and ate Okonomiya-
ki and Yaki soba.  It was very good.  That evening we took an overnight ferry to Kyushu.  In the morning, we could
see all of the small islands in between Shikoku and Honshu.  Amazing!  I took many pictures.  At about 12:00, we
arrived in Beppu and found a“hot sand”onsen where they shovel warm sand on top of you until you are buried.
That was definitely a first time experience for me!  From Beppu, we drove to Aso-san where we camped for a few
days with hundreds of other people at a music festival, held at a beautiful location on the mountain.
After camping at Aso-san, we drove to Yamaguchi and found a nice spot on the beach in Hofu to set up another
campsite.  The weather was really hot, but the water was warm, so it felt great to swim.  From Hofu, we got back in
the car and drove to Hiroshima.  In Hiroshima, we went to the peace museum, which I found very moving.  It is
strange, as an American, to visit such a museum, but I am so grateful that I got the opportunity to see it, despite feel-
ing so sad about what happened.
From Hiroshima, we drove all the way to Matsumoto, in Nagano which was about a 10 hour drive.  Matsumoto
was beautiful, too, and I was very impressed by the castle.  After walking around the town for a while, we got back
in the car and drove back to Fukushima City.  We arrived in the evening on Saturday, May 7th, after putting about
3,000 kilometers on our car.  It was an amazing experience for me, and I am very lucky to have gotten the opportu-
nity to go.  I feel like I have seen many different parts of Japan.   And I think that it is an amazingly
beautiful and diverse country.
Anyways…until next month.  I hope to see you around town!

（和訳は15ページ）

『
核
兵
器
は
い
ら
な
い
！
』沢

田
昭
二

『
定
年
後
の
海
外
暮
ら
し
』

布
井
敬
次
郎

今
の
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
は
ゲ
ー

ム
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

父
・
祖
父
が
子
ど
も
た
ち
に
教

え
た
い
遊
び
は
、
竹
馬
、
こ
ま
回

し
な
ど
で
、
母
・
祖
母
は
あ
や
と

り
、
お
手
玉
、
折
り
紙
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

保
育
所
に
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ

ん
が
入
所
し
て
い
な
く
て
も
、
伝

承
あ
そ
び
を
教
え
て
く
だ
さ
る
方

が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
福
田
保

育
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

『
ダ
ヤ
ン
と
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
戦

い
』

池
田
　
あ
き
こ

『
ラ
イ
ト
兄
弟
は
な
ぜ
飛
べ
た
の

か
』

土
佐
幸
子

『
カ
ラ
ザ
ン
・
ク
エ
ス
ト
１
』

Ｖ
・
Ｍ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

『
ま
じ
ょ
の
く
つ
』

さ
と
う
め
ぐ
み

昨
年
か
ら
、
お
楽
し
み
交
流
会

と
し
て
、
祖
父
母
や
地
域
の
方
に
、

あ
や
と
り
、
お
手
玉
、
こ
ま
回
し
、

け
ん
玉
な
ど
の
遊
び
方
を
教
え
て

頂
い
て
い
ま
す
。

今
で
は
、
遊
び
方
も
上
達
し
て

こ
ま
の
糸
の
か
け
か
た
を
工
夫
し

た
り
、
友
達
と
競
い
あ
っ
た
り
し

な
が
ら
、
時
間
が
あ
る
と
夢
中
で

遊
ん
で
い
ま
す
。
最
近
は
竹
馬
に

挑
戦
中
で
す
。

保
育
所
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
伝

承
あ
そ
び
の
面
白
さ
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
家
庭
で

も
昔
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
遊
び
を
楽
し
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

２日 各保育所

15日 福田保育所

15日 新地保育所

16日 浜保育所

22日 駒ヶ嶺保育所

23日 福田保育所

18日 各保育所

21日 各保育所

に
歯
磨
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
歯
磨
き
は
歯
と
い
う
よ
り
も
歯

と
歯
ぐ
き
の
間
を
磨
く
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

③
壮
年
期
、
高
齢
期
に
な
る
と
、

「
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る
」「
歯
ぐ
き

が
や
せ
て
き
た
」
な
ど
、
口
腔
内

の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
が
多
く

な
っ
て
き
ま
す
。
歯
間
ブ
ラ
シ
や

デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
を
使
っ
て
歯
間

部
の
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う
。

④
歯
科
医
院
で
定
期
的
な
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
町
で
は
約
半
数

の
方
が
検
診
を
受
け
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
予
防
が
第
一
で
す
の
で
、

積
極
的
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
タ
バ
コ
を
や
め
ま
し
ょ
う
。
歯

周
病
の
最
大
の
危
険
因
子
と
い
う

歯
科
医
も
い
ま
す
。

町
民
一
人
ひ
と
り
が
元
気
に
な

る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
町

で
は
「
健
康
し
ん
ち
21
」
保
健
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。「
歯
の
健

康
」
を
守
る
た
め
、
乳
幼
児
期
に

は
「
親
が
き
ち
ん
と
仕
上
げ
磨
き

を
す
る
」、
壮
年
期
・
高
齢
期
に
は

「
正
し
い
方
法
で
毎
食
後
歯
磨
き
を

す
る
」「
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受

け
る
」
こ
と
が
目
標
に
な
っ
て
い

ま
す
。
み
ん
な
で
実
行
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

返
し
忘
れ
て
い
る
本
な
ど
は

特
別
整
理
期
間
前
ま
で
に
返
し

て
く
だ
さ
い
。
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ふ
れあ
いと創造のまち

町
で
は
、
７
月
15
日

の
釣
師

浜
海
水
浴
場
の
海
開
き
に
向
け
、

監
視
員
を
募
集
し
ま
す
。

４
名
程
度

町
内
在
住
で
、
18

歳
以
上
の
健
康
な
方
（
高
校
生
は

除
く
）

書
類
審
査

７
月
15
日

〜
８
月
14
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

日
給
　
６，

０
０
０
円

役
場
２
階
企
画
振

興
課
ま
で
履
歴
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
郵
送
可
）

６
月
30
日

ま
で

郵
送
の
場
合
は
、
６
月
28
日

ま

で
の
消
印
有
効
。

企
画
振
興
課
（

２
１
１
２
）

町
で
は
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が

ち
の
方
や
身
体
に
障
害
を
持
つ
方

を
対
象
に
し
た
リ
ハ
ビ
リ
の
集
い

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

７
月
〜
２
月
ま
で

（
月
２
回
開
催
）

理
学
療
法
士
に
よ
る
指

導
、
創
作
活
動
等６

月
30
日

ま
で

保
健
セ
ン
タ
ー
（

２
０
９
６
）

任
期
満
了
（
７
月
19
日
）
に
伴

う
、
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選

挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。
立
候
補
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
必
ず
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

６
月
20
日

午
前
10
時
〜

役
場
３
階
正
庁

立
候
補
の
手
続
き
、
選

挙
運
動
に
つ
い
て
。

【
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

日
程
】

７
月
５
日

７
月
10
日

町
選
挙
管
理
委

員
会
（

２
１
１
１
）

相
馬
調
停
協
会
で
は
、
次
の
日

程
で
無
料
調
停
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

町
で
は
、
松
く
い
虫
の
被
害
を

防
ぐ
た
め
、
航
空
防
除
を
実
施
し

ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

６
月
23
日

／
７
月
７
日

午
前
８
時
30
分
〜
９
時
15
分
ご
ろ

埓
浜
地
区
・
大
戸
浜
地

区
・
今
泉
地
区

農
林
水
産
課
（

２
１
９
４
）

町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
の

伝
説
・
昔
話
の
お
話
会
を
次
の
と

小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児
医
療

費
の
一
部
を
助
成
。

町
内
に
住
所
を
有
す
る
乳
幼
児
。

医
療
機
関
等
で
支
払
っ
た
、
健

康
保
険
対
象
の
自
己
負
担
額
分
。

町
に
、
受
給
資
格
の
登
録
を
し

た
う
え
で
、
助
成
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

低
所
得
の
ひ
と
り
親
家
庭
や
父

母
の
な
い
児
童
（
18
歳
未
満
）
に

対
し
て
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
又
は
母
及

び
そ
の
児
童
並
び
に
父
母
の
な
い

児
童
。

医
療
費
の
一
部
負
担
金
が
、
月

額
１，

０
０
０
円
を
超
え
る
と
き

の
超
過
額
を
町
が
助
成
。

町
に
受
給
資
格
の
登
録
を
し
た

う
え
で
、
助
成
の
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
乳
幼
児
医
療
費
等
の
助
成
を
受

け
ら
れ
る
場
合
は
、
そ
ち
ら
が
優

先
さ
れ
ま
す
。

小
学
校
第
３
学
年
修
了
前
の
児

童
（
９
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
児
童
）
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
。

・
第
１
子
・
第
２
子
の
児
童

月
額
５，

０
０
０
円

・
第
３
子
以
降
の
児
童

月
額
１
０，

０
０
０
円

原
則
と
し
て
、
毎
年
２
月
、
６

月
、
10
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月

分
ま
で
の
手
当
を
支
給
。

「
認
定
請
求
書
」
の
提
出
が
必

要
で
す
。
申
請
が
遅
れ
る
と
、
遅

れ
た
月
分
の
手
当
は
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
児
童
手
当
等
を
受

け
て
い
る
方
は
、
６
月
中
に
「
現

況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
に
お
い
て
寝
た
き
り
の
状

態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
高
齢
者

及
び
重
度
身
体
障
害
者
に
対
し
、

在
宅
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
。

自
ら
理
美
容
院
に
出
向
く
こ
と

が
困
難
な
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
。

・
要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
で
、

要
介
護
３
、
４
又
は
５
の
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
方
で
、
そ
の
障
害
程
度
等
級

が
１
級
又
は
２
級
の
方

（
助
成
額
）
サ
ー
ビ
ス
利
用
１
回
に

つ
き
１，

０
０
０
円

（
助
成
回
数
）
年
度
内
に
最
大
４

回
ま
で

利
用
者
と
し
て
認
定
を
受
け
た

場
合
は
、
町
で
給
付
券
を
交
付
し

ま
す
の
で
、
町
内
の
訪
問
理
美
容

サ
ー
ビ
ス
実
施
店
に
給
付
券
を
提

出
し
、費
用
か
ら
１，
０
０
０
円
を

引
い
た
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

ご
自
宅
で
介
護
を
受
け
て
い
る

寝
た
き
り
老
人
等
及
び
重
度
の
障

害
が
あ
る
方
の
紙
お
む
つ
購
入
に

要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
。

町
内
に
継
続
し
て
１
年
以
上
住

所
を
有
す
る
方
で
、
現
在
、
紙
お

む
つ
を
使
用
し
、
か
つ
次
の
①
〜

③
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
し
、

そ
の
状
態
が
６
カ
月
以
上
継
続
し

て
い
る
方
。

①
お
お
む
ね
満
65
歳
以
上
で
、
疾

病
、
老
衰
、
そ
の
他
の
事
由
に

よ
り
１
日
の
大
半
を
寝
床
で
す

ご
し
、
並
び
に
次
の
動
作
の
う

ち
、
介
助
を
要
す
る
も
の
が
２

項
目
以
上
あ
る
状
態
。

・
歩
行

・
排
せ
つ

・
食
事

・
入
浴

・
着
脱
衣

・
整
容
（
身
だ
し
な
み
）

②
お
お
む
ね
満
65
歳
以
上
で
、
次

の
症
例
の
う
ち
３
項
目
以
上
に

該
当
す
る
状
態
。

・
自
分
や
家
族
の
名
前
を
忘
れ
、

直
前
の
食
事
を
覚
え
て
い
な
い
。

・
慣
れ
た
状
態
で
も
場
所
を
忘
れ

た
り
間
違
え
た
り
道
に
迷
う
こ

と
が
あ
る
。

・
排
せ
つ
、
食
事
、
着
脱
等
の
日

常
生
活
に
介
助
を
要
す
る
。

・
金
品
等
が
無
く
な
っ
た
と
訴
え

る
。

・
興
奮
状
態
が
よ
く
見
ら
れ
る
。

・
徘
徊
が
あ
る
。

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
で
、そ
の
障
害
程
度

等
級
が
１
級
又
は
２
級
の
方
。

月
６，

０
０
０
円
を
限
度
。

助
成
資
格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
場
合
は
、
町
で
利
用
券
を
交
付

し
ま
す
の
で
、
町
内
の
紙
お
む
つ

取
扱
店
舗
等
で
利
用
券
と
引
き
換

え
に
給
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
課（

２
９
３
１
）

今年もいよいよ町民プールが７月２日に、オ
ープンします。オープン期間、利用券の取扱店
などは、下記のとおりです。皆さんのご利用お
待ちしています。

（日中）７月２日 ～９月４日
午前10時～午後５時

（夜間）７月16日 ～８月21日
午後６時～午後９時

・かるがん文具店
・セブンイレブン新地町店
・寺島衣料店
・ファミリーマート新地町店

※雨の場合は、休みとさせていただく場合があ
ります。

・町民プール（ ２７８０）
・新地公民館（ ２０８５）

お
り
行
い
ま
す
。

観
海
堂
の
囲
炉
裏
端
で
昔
話
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

６
月
25
日

午
後
２
時
〜
４
時

観
海
堂

小
野
ト
メ
ヨ
さ
ん
（
中
島
）
ほ

か
、
町
内
語
り
部
の
み
な
さ
ん
。

町
教
育
委
員
会（

４
４
７
７
）

相
談
に
は
、
実
際
に
調
停
に
携

わ
っ
て
い
る
家
事
・
民
事
調
停
委

員
が
あ
た
り
ま
す
。
離
婚
、
相

続
・
遺
産
分
割
、
扶
養
等
の
家
事

問
題
、
サ
ラ
金
、
土
地
・
建
物
の

紛
争
、
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠

償
等
の
民
事
問
題
な
ど
で
困
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

６
月
17
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
受
付
終
了
は
午
後
３
時
ま
で
）

原
町
市
保
健
セ
ン
タ
ー

福
島
地
方
裁
判
所
・
家
庭
裁
判
所

相
馬
支
部
（

５
１
４
１
）



◎場所は保健センター

・
故
菅
野
哲
男
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
菅
野
元
晴
さ
ん（
今
泉
）よ
り

10
万
円

・
故
荒
昭
悦
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て

荒
達
也
さ
ん（
中
里
）よ
り
50
万
円

・
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ（
代
表

畠
栄
七
）さ
ん
、
さ
く
ら
ダ
ン
ス
ク

ラ
ブ
（
代
表
高
橋
ト
シ
エ
）
さ
ん
、

キ
ャ
ス
タ
ー
ズ
（
代
表
木
村
孝
行
）

さ
ん
よ
り
５
万
円

・
故
渡
邊
チ
イ
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て

渡
邊
功
正
さ
ん（
沢
口
）よ
り
５
万
円

・
高
玉
幸
江
さ
ん（
相
馬
市
）よ
り

30
万
円

・
故
荒
昭
悦
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て

荒
達
也
さ
ん（
中
里
）よ
り
50
万
円

・
渡
邊
功
正
さ
ん（
沢
口
）よ
り
10

万
円
／
加
　
英
明
さ
ん（
下
真
弓
）

よ
り
10
万
円
／
荒
拓
見
さ
ん（
木

崎
）よ
り
10
万
円
／
佐
藤
タ
ケ
子

さ
ん（
大
山
田
）よ
り
ち
ぢ
み
菜
２

箱
／
阿
部
富
雄
さ
ん（
小
川
）よ
り

※平日の修理は上記業者にお申し込みください。

苺
10
㌔
／
　
田
ツ
ネ
さ
ん（
藤
崎
）

よ
り
タ
オ
ル
40
枚
／

佐
藤
正
義
さ
ん

（
上
真
弓
）よ
り
苺
20
㌔
／

河
内
正

雄
さ
ん（
富
倉
）よ
り
洗
剤
16
㌔
／

黒
　
利
得
さ
ん（
岡
）よ
り
竹
の
子

23
㌔
／

菊
池
一
雄
さ
ん（
岡
）よ
り

苺
10
㌔
／
齋
藤
ふ
み
子
さ
ん
（
新

地
町
）よ
り
タ
オ
ル
・
清
拭
布
１
０

０
枚
／
斎
藤
紀
子
さ
ん（
相
馬
市
）

よ
り
タ
オ
ル
・
清
拭
布
１
０
０
枚

・
特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
28
回
58

人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
１
回
１
人
／

新
地
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
１
回
２

人
／
漁
協
婦
人
部
２
回
６
人
／
レ

マ
ン
の
会
２
回
５
人
／
あ
ぶ
く
ま

信
用
金
庫
職
員
１
回
５
人
／
ひ
ま

わ
り
の
家
２
回
４
人
／
新
地
町
老

人
ク
ラ
ブ
１
回
25
人
／
新
地
高
等

学
校
３
回
31
人

６月１９日 （受付）午前８時～
やく草の森　新地パークゴルフ場
18ホールストロークプレイ
会員：１，０００円、一般：１，３００円
６月１５日
１００名（定員になり次第締め切り）

大会事務局　岡田博（ ５６３０）

５
月
20
日
号
の
広
報
し
ん
ち
で

お
知
ら
せ
し
た
都
市
計
画
用
途
地

域
変
更
案
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

６
月
７
日

〜
６
月
20
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
を
除
く
）

役
場
２
階
都
市
計
画
課

変
更
案
に
対
し
て
意

見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

都
市
計
画
課
（

２
１
１
３
）

県
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

は
、
就
職
活
動
中
の
若
者
・
フ
リ

ー
タ
ー
の
方
を
支
援
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

履
歴
書
の
書
き
方
、
面
接
試
験

の
受
け
方
な
ど
、
就
職
活
動
に
役

立
つ
こ
と
を
し
っ
か
り
と
お
教
え

し
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

７
月
12
日

・
13
日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

サ
ン
ラ
イ
フ
原
町

25
名
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

県
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

０
２
４
―

９
２
７
―

４
７
７
２

中
山
間
地
域
等
の
農
業
生
産
条

件
の
不
利
な
地
域
に
お
い
て
、
継

続
的
に
農
業
生
産
活
動
を
実
施
し

耕
作
放
棄
の
発
生
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の

か
ん
養
、
良
好
な
景
観
形
成
等
の

多
面
的
機
能
の
確
保
を
図
る
た
め

交
付
金
が
支
払
わ
れ
る
も
の
で
、

平
成
12
年
度
か
ら
16
年
度
ま
で
の

５
年
間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

◆
対
象
集
落
（
協
定
締
結
集
落
）

沢
口
集
落
（
瀬
上
地
区
）

構
成
員
６
名

◆
交
付
金
の
使
途

交
付
額
の
半
分
は
、
農
地
の
維

持
管
理
・
生
産
性
の
向
上
を
図
る

観
点
か
ら
耕
作
者
等
へ
支
払
わ
れ

残
り
半
分
は
、
集
落
の
共
同
取
組

の
実
施
に
支
出
。

◆
集
落
協
定
の
概
要

次
の
事
項
を
協
定
参
加
者
全
員

で
、
取
り
組
み
実
施
。

①
農
業
生
産
活
動
の
実
施

・
農
地
法
面
の
崩
壊
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
定
期
的
な
点
検
の

実
施
な
ど
。

②
生
産
性
･
収
益
の
向
上
、
担
い

手
の
定
着
等
に
関
す
る
取
り
組
み

・
農
作
業
の
効
率
化
を
推
進
す
る

た
め
農
作
業
の
受
委
託
及
び
農
作

業
の
共
同
化
の
推
進
な
ど
。

③
多
面
的
機
能
を
増
進
す
る
活
動

・
農
地
と
一
体
と
な
っ
た
周
辺
林

地
の
下
草
刈
り
等
の
実
施
な
ど
。

相
双
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、

難
病
の
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
の

在
宅
生
活
を
応
援
す
る
た
め
の
難

病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
「
な
み
の
会
」

の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

難
病
と
い
う
病
気
の
た

め
に
、
長
期
に
わ
た
り
生
活
全
般

に
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
患

者
さ
ん
や
家
族
が
、
住
み
慣
れ
た

わ
が
家
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

た
め
の
お
手
伝
い
を
す
る
。

・
難
病
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
希

望
に
対
応
し
た
活
動

・
研
修
会
等原

則
と
し
て
、
相
双
保

健
福
祉
事
務
所
主
催
の
、
難
病
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
を
受
講
さ

れ
た
方
。

相
双
保
健
福
祉
事
務
所

（

１
１
３
８
）

今月号からは、日程が変更になった教室
のみを掲載します。日程については、４月
20日号の広報しんちと一緒に配付した、「各
種教室生募集」のチラシと、20日号の偶数
月に掲載する「公民館からのご案内」をご
覧ください。ご不明な点は、新地公民館
（ ２０８５）までお問い合わせください。

新地発電所わくわくランドでは「ハーブ＆エッグ教室」を開催
します。

６月19日 ・午前の部　10時～12時
・午後の部　１時30分～３時30分

卵の殻に絵やリボンの装飾を施し、リラックス効果のあ
る「香りたまご」のオーナメントを作ります。

20歳以上の方（お子様同伴の受講はご遠慮願います）
午前・午後、各30名
ハーバルアトリエ 横山香代子さん
無料
往復はがきに住所・氏名・電話番号・希望の時間

（午前・午後）を記入のうえ、次の宛先までお申し込みくださ
い。１枚につき２名まで申し込みできます。
〒９７９―２６１１　新地町駒ヶ嶺字今神１―１
わくわくランド『ハーブ＆エッグ教室』係

６月12日 までの消印有効
新地発電所わくわくランド（ ４７２２）



◆

野
も
山
も
一
面
の
緑
。
さ
わ
や

か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
で
も

２
階
か
ら
役
場
周
辺
を
見
渡
す
と

雑
草
も
だ
い
ぶ
気
に
な
り
ま
す
。

１
日
の
勤
務
を
終
え
た
後
、
み

ん
な
で
草
取
り
を
し
よ
う
と
呼
び

か
け
た
ら
、
全
職
員
が
応
じ
て
く

れ
ま
し
た
。
作
業
着
に
着
替
え
、

鎌
や
草
削
り
を
手
に
、
楽
し
く
お

し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
約
１
時
間
で

だ
い
ぶ
き
れ
い
に
な
り
、
機
械
を

必
要
と
す
る
川
土
手
や
駐
車
場
周

辺
は
、
土
曜
日
の
朝
に
奉
仕
協
力

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
刈
り
取
っ

た
大
量
の
草
は
、
職
員
が
自
分
の

畑
で
堆
肥
を
作
る
と
運
び
ま
し

た
。
こ
の
間
、
道
を
ゆ
く
町
民
の

方
々
か
ら
は
た
く
さ
ん
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

国
道
や
県
道
の
花
壇
づ
く
り
を

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、
我
々
職
員

も
、
ま
ず
自
分
た
ち
で
出
来
る
と

こ
ろ
か
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
実
践
す

べ
き
と
思
う
し
、
公
共
施
設
周
辺

の
草
刈
り
を
今
後
も
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

４
月
25
日
に
行
わ
れ
た
３
歳
児
健

診
で
、
虫
歯
０（
ゼ
ロ
）の
子
供
は

13
人
中
10
人
で
し
た
。・エネルギー 129ｷﾛｶﾛﾘｰ ・カルシウム 77

・蛋　白　質　3.9 ・塩　　　分　微量

・スキムミルク 大さじ５　・湯　100ml ・豆乳　400ml
・粉寒天　６g ・砂糖　大さじ２　・ブルーベリージャム 大さじ２　・はちみつ 大さじ４

①スキムミルクはお湯で溶く。
②鍋に豆乳を入れ中火にかけ、寒天、砂糖を加え、かき混ぜながら煮溶かし、①を加えてよくかき混ぜる。
③②のあら熱をとり、水で濡らした容器（バット）に流し入れ、冷蔵庫（または冷凍庫）で冷やし固める。
④はちみつとブルーベリージャムを混ぜ合わせる。
⑤寒天が固まったら、食べやすい大きさに切り、器に盛りつけ、④をかける。

豆乳が苦手な方でも、はちみつとブルーベリ
ージャムを混ぜ合わせたソースをかけると食
べやすいです。好みで、練りごまやコンデス
ミルクをかけてもよいと思います。

スキムミルクは、牛乳よりカルシウムが多く含まれているので、牛乳の苦
手な方におすすめです。豆乳は、体内で一番必要な栄養素でもあるタンパ
ク質が豊富で、消化のよい食品。糖質、脂質をエネルギーに変えてくれる
ビタミンBが多いので、カロリーを気にしている方にはおすすめです。

みなさんがすてきなゴールデンウィークを過ごしたのではないかと思ってます。先月、
このコーナーに書きましたが、私は連休中友だちと旅行しました。今月はそのことについて
書いてみようと思います。
参加者は６人、全て福島県内のＡＬＴで、４月29日 の朝、福島市を出発しました。そ
の日のうちに車で京都まで移動し、京都には夕方到着しました。私たちは、京都駅の隣の
とても安い宿を見つけました。私たちは皆、とても疲れたので、旅行１日目の夜はぐっすり
眠りました。翌日、京都の北方の山々をハイキングしました。目の前に広がる谷の景色は
すばらしかったです。天気は晴れて暖かく、私たちと同じ道を歩いてハイキングする人達が
たくさんいました。その次の日の午後、今度は大阪へ向けて出発しました。雨がたくさん降っていたので、室内で過ごし、
お好み焼きと焼きそばを食べました。とてもおいしかったです。その晩、九州行きのフェリーに乗りました。翌朝、四国
と本州の間の小さな島々が見えました。驚きました！思わず、たくさん写真を撮ってしまいましたよ。だいたいお昼の12
時頃、別府に到着、砂風呂を見つけました。砂の中に自分の体を埋め、地面に顔だけ出すタイプの温泉に入るというのは
初めての体験でした。別府から阿蘇山まで車で移動。山のふもとでキャンプをし、たくさんの人々と音楽祭を楽しみまし
た。景色が美しかったです。
阿蘇山でのキャンプ後、山口へ車で移動し、防府の浜辺で、キャンプにぴったりの場所を見つけました。天気がとても
暖かく、水も温かかったので泳ぐには最高だなと思いました。防府の次は広島へ向けて車を走らせました。広島では、平
和記念資料館に行き、心を動かされました。アメリカ人として、このような資料館を訪れるのは奇妙なことです。広島で
起こったことを悲しいと感じましたが、この資料館を見学する機会を得たことをとてもありがたく思っています。
広島の次は長野県の松本へ。車で10時間くらいかかりました。松本も美しいところでした。松本城にはとても感動しま
した。しばらくの間、町の中を歩きました。その後、再び車に乗って福島へと向かいました。
５月７日 の夕方に福島に到着しました。走行距離はおよそ3,000キロ、車で3,000キロも走るなんて、私には驚くべき経験で

した。でも日本の様々な面を見る機会に恵まれ、とても幸運に思います。日本は実に美しく、変化に富んだ国だと思います。
では、次号までさようなら。町の中で会いましょう。 和訳：尚英中学校　遠藤敦子先生

（和訳編）

広報しんちでは、町内の事業所の仕事内容
や会社の歩みなどを写真入りで紹介し、就業
機会の拡充や人材の確保・育成などに生かし
たいと考えています。元気な事業所の応募を
お待ちしております。

町行政区長会（仁
科静夫会長）では５
月26日、町内施設め
ぐりを実施し、総合
公園や一般廃棄物最終処分場など13ヵ所を見
学。各種、町の施設等の理解を深めました。



再生紙使用

ち

き
ゅう
にやさし

い

◆今月号で特集した学校教育について取材をすると、総
合学習や小学校での英語の授業、授業スタイルなど自分
たちの時代にはなかった学習への取り組みが数多くされ
ていました。時代が変わるとともに学習への意識や取り
組みも変わっていくんだなあと感じました。◆梅雨の季
節に入り、雨の日が多くなってきた気がします。寒くな
ったり、暑くなったりと気分屋の天気には困ってしまい
ます(-｡-) （健）

（平成１７年４月２１日～平成１７年５月２０日届出）

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出てください。

（子供） （親） （地区）
佑　弥
ゆ う や

荒　　重明・かおり 中　里
瑠
りゅう

加藤　健治・　幸あ 岡
英　那
え な

早川　英寿・智　江 杉　目
ななみ 佐藤　容正・やよい 今　泉
凱　音
か い と

角田　　忍・直　子 原相善
珠　梨
じ ゅ り

ｺｼﾞﾏ ｳｨﾙｿﾝ ｸﾆｵ・木村真貴 渋　民

（死亡者） （年齢） （地区）
田中　　清 ８２歳 小　川
加藤　シケ ９４歳 下真弓
加　　　一 ５７歳 岡
渡邊　チイ ７８歳 小　川
水戸　　啓 ７０歳 岡
櫻井　和子 ７４歳 明　地
横田　　清 ９４歳 小　川




